
3 KOBAYASHI 2019.9 2

皆さんは、近頃公共交通を利用しましたか？小林市には、公共交通として
複数のバスが走っていますが、十分に活用されていないのが実情です。

今月号では、今後も必要となる公共交通の現状や役割などを特集します。
●問・企画政策課  ℡ 23‐0456

　公共交通があ
ることで外出機
会が増加し、買
い物や地域活動
などで多くの人
たちがまちに集
まれば、地域ににぎわいが創出されます。また、
公共交通による移動が促進されることで、歩い
て暮らせるまちづくりが図られ健康増進につな
がります。

まちのにぎわい創出
　世界的に問題
となっている地
球温暖化の観点
から、自動車が
排 出 す る CO ２

（二酸化炭素）の
削減は大きな課題となっています。一人あたり
の輸送における CO2 排出量が自家用車に比べ
て少ない公共交通を利用することで、地球温暖
化防止に大きな効果が期待されます。

環境負荷の軽減

　 公 共 交 通 は、
地域の移動手段
のひとつとして、
通学する生徒や
通院・買い物を
する高齢者など
の日常生活を支えています。現在は公共交通を
利用していない人にとっても、将来、自動車を
運転できなくなったときなど、公共交通は重要
な移動手段となります。

地域住民の移動手段の確保公共交通の役割
　路線廃止になると、子どもや高齢者、障が
い者など車を利用できない人々は、移動が制約
され不便な生活を強いられます。
　また、高齢ドライバーによる交通事故が社
会問題となっており、高齢化社会では、今後運
転免許証返納者の増加が見込まれます。
　このように、自家用車を運転できない市
民や観光客が安心して利用できる公共交通の果
たす役割は大きくなっています。

　

大
正
15
年
ご
ろ
小
林
で
は
、

民
間
事
業
者
に
よ
り
、
乗
合
自

動
車
（
バ
ス
）
が
導
入
さ
れ
ま

し
た
。
宮
崎
・
都
城
・
鹿
児
島

な
ど
各
方
面
へ
発
展
し
、
ピ
ー

ク
時
の
バ
ス
の
年
間
利
用
者
は

３
０
０
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
40
年
代
後
半
の

旅
行
ブ
ー
ム
の
後
退
や
自
家
用

車
の
普
及
に
よ
り
、
バ
ス
の
利

用
者
は
激
減
。
路
線
廃
止
や
減

便
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

現
在
小
林
市
で
は
、
市
外
へ

行
く
路
線
バ
ス
、
市
内
を
循
環

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
福

祉
バ
ス
な
ど
が
運
行
中
。
利
用

者
数
は
、
年
間
19
万
人
前
後
と

低
い
水
準
で
推
移
し
て
い
ま
す

（
表
１
）。

　

バ
ス
の
利
用
者
が
少
な
い
路

線
は
、
そ
の
維
持
が
困
難
と
な

り
、
路
線
廃
止
や
減
便
が
検
討

さ
れ
ま
す
。
路
線
廃
止
や
減
便

が
行
わ
れ
る
と
、
利
便
性
が
低

下
し
、
さ
ら
に
利
用
者
が
減
少

す
る
と
い
っ
た
“
悪
循
環
”
に

陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

路
線
廃
止
や
減
便
で
利
便

性
低
下
な
ど
の
悪
循
環

利
用
者
数
は
徐
々
に
減
少

ピ
ー
ク
時
の
15
分
の
１
に

表２　路線バス・コミュニティバス
　　　福祉バスの事業経費

百万円

25

30

35

2826 30 年度

33.5

2927

33.1

29.9

30.330.7

　

市
で
は
国
・
県
の
補
助
な
ど

を
活
用
し
な
が
ら
、
路
線
バ
ス

の
運
行
経
費
の
一
部
を
負
担
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
・
福
祉
バ
ス
の
運
行

を
委
託
す
る
な
ど
、
交
通
手
段

の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
利
用
者
数
が
伸
び

悩
む
一
方
で
、
車
両
維
持
費
な

ど
の
運
行
経
費
は
年
々
増
加
。

そ
れ
に
と
も
な
い
市
の
負
担
も

増
加
傾
向
に
あ
り
、
公
共
交
通

の
維
持
は
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。（
表
２
）

　

限
ら
れ
た
財
政
状
況
の
中

で
、
公
共
交
通
全
体
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
、
乗
車
率
の

低
い
路
線
の
廃
止
や
減
便
の
検

討
も
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

安
定
的
に
バ
ス
を
維
持
す
る

た
め
に
は
、
利
用
者
の
増
加
を

促
進
し
、
少
し
で
も
赤
字
を
縮

小
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

こ
の
た
め
市
で
は
、
バ
ス
の
乗

り
方
教
室
や
運
転
免
許
証
返
納

者
へ
の
支
援
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
、
公
共
交
通
の
存
続
を

図
り
ま
す
。

運
行
経
費
縮
小
の
た
め
の

利
用
者
を
増
や
す
取
組
み

表１　路線バス・コミュニティバス
　　　福祉バスなどの乗車人数

万人
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2826 30

19.7

2927

19.519.218.618.6

年度

悪循環
減便、
運賃の
値上げ

路線廃止？

路線の
赤字化

利用者
の減少

バスの悪循環のイメージ

利便性
の低下

公共交通の今を知り、考える
特集

公
共
交
通
の
現
状



TOPIC ①

フリー乗降区間があります
　コミュニティバスや福祉バスで設定して
いるフリー乗降区間は、バス停以外の場所
で乗降車できます。フリー乗降区間で乗車
する際は手を挙げて、降車す
る際は運転士にお知らせくだ
さい。詳しくは、右 QR コー
ドから確認ください。

低料金で乗車可能です
　　小林・須木地区を走るコミュニティバ
スは、三松循環線を除き 200 円で乗車でき
ます。また、コミュニティバスと福祉バス
で、身体障がい者手帳などの
所有者は 100 円など低料金で
利用できます。詳しくは、市
ホームページで確認ください。

TOPIC ②

乗合タクシーを利用ください
　毎週月曜・水曜・木曜に運行している乗
合タクシー。細野団地・十日町・城山団地・
小林駅南口の各停留所で乗降できます。１
日３便、１回 200 円（小学生 100 円）で乗
車できますので、買い物や通院などに利用
ください。

乗
合
タ
ク
シ
ー
は

こ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
目
印
！

企画政策課
大
お お た け

竹 聡
そ う
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皆
さ
ん
は
最
近
、
バ
ス
や
鉄

道
に
乗
り
ま
し
た
か
？
自
家
用

車
の
利
用
者
は
、「
自
分
に
は

関
係
の
な
い
こ
と
だ
」
と
感
じ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

バ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
公
共

交
通
は
、
子
ど
も
や
高
齢
者
な

ど
の
移
動
手
段
と
し
て
必
要
不

可
欠
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
自
動
車
を
運
転
す

る
人
に
と
っ
て
も
、
病
気
や
運

転
免
許
証
の
返
納
な
ど
で
運
転

が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
の
代

替
の
移
動
手
段
の
ひ
と
つ
に
な

る
こ
と
も
。
さ
ら
に
、
地
球

温
暖
化
の
原
因
の
一
つ
と
さ
れ

る
、
自
動
車
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２
排

出
削
減
な
ど
環
境
問
題
へ
の
対

策
と
し
て
も
、
公
共
交
通
の
利

用
促
進
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
自
動
車
の
普
及
な

ど
で
、
バ
ス
の
利
用
者
数
は
全

国
的
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
利
用
者
が
減
少
す
る
と
既

存
路
線
の
維
持
が
難
し
く
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
市
で
は
、
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
路
線

の
見
直
し
や
、
車
両
の
更
新
を

行
う
な
ど
の
対
応
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
公
共
交
通
の
維
持
を

図
る
た
め
、
年
間
約
６
千
万
円

の
予
算
を
使
っ
て
い
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
、
公
共
交
通
を
こ

れ
か
ら
も
存
続
さ
せ
る
た
め

に
、
年
に
１
度
は
バ
ス
や
吉
都

線
を
使
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
バ

ス
や
列
車
に
ゆ
ら
れ
な
が
ら
、

い
つ
も
と
違
う
風
景
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。

小林市
地域公共交通会議 会長
総合政策部 部長

峯
み ね た

田 勝
か つ み

巳

私たちに必要な公共交通
年
１
回
の
利
用
で

存
続
可
能
な
公
共
交
通

INTERVIEW

　

鉄
道
や
バ
ス
と
い
っ
た
地
域

公
共
交
通
は
、
大
切
な
社
会
基

盤
の
ひ
と
つ
で
す
。
し
か
し
、

自
家
用
車
中
心
の
移
動
ス
タ
イ

ル
の
定
着
や
少
子
化
、
人
口
減

少
と
い
っ
た
要
因
に
よ
り
利
用

者
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

大
雨
に
よ
る
災
害
で
運
休
し

た
J
R
吉
都
線
は
、
沿
線
地
域

の
高
校
へ
の
通
学
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
ま
た
、

小
林
市
内
か
ら
宮
崎
市
な
ど
の

市
外
を
結
ぶ
路
線
バ
ス
も
、
自

家
用
車
を
利
用
で
き
な
い
人
に

と
っ
て
は
大
切
な
交
通
手
段
と

な
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、

高
齢
者
の
運
転
免
許
証
返
納
後

の
移
動
手
段
の
確
保
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
公
共
交

通
は
そ
の
移
動
手
段
と
し
て
、

さ
ら
に
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
鉄
道
や
路
線
バ
ス
は

交
通
事
業
者
が
運
営
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
ま
ま
利
用
者
の
減

少
が
続
く
と
、
将
来
的
に
は
路

線
の
維
持
が
難
し
く
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
鉄
道
も
路

線
バ
ス
も
、
現
に
利
用
し
て
い

る
人
た
ち
や
将
来
必
要
と
な
る

人
が
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
人
た
ち
の
た
め
に

も
、
小
林
市
に
住
ん
で
い
る
皆

さ
ん
が
月
に
１
回
で
も
鉄
道
や

バ
ス
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
路
線
の
維
持
に
向
け
て
と

て
も
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
思

い
ま
す
。

4

宮崎県総合政策部
総合交通課 主幹
地域交通担当

熱
あ つ た

田 聡
あきら

　

以
前
は
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転

手
で
し
た
が
、
バ
ス
の
女
性

運
転
士
を
見
か
け
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
今
年
の
４
月

か
ら
宮
崎
交
通
の
バ
ス
運
転

士
に
な
り
ま
し
た
。

　

予
定
通
り
に
運
行
で
き
る

よ
う
に
常
に
安
全
確
認
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人

の
命
を
乗
せ
て
走
っ
て
い
る

と
い
う
気
持
ち
で
運
転
し
て

い
る
の
で
、
車
内
の
乗
客
な

ど
に
も
気
を
配
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
乗
客
か
ら
「
あ

り
が
と
う
」
や
「
が
ん
ば
っ

て
ね
」
と
声
を
か
け
ら
れ
る

と
、
う
れ
し
い
し
や
り
が
い

を
感
じ
ま
す
ね
。

　
「
バ
ス
が
無
く
な
る
と
困

る
。
バ
ス
を
存
続
さ
せ
る
た

め
に
、
バ
ス
を
利
用
す
る
よ

う
に
し
て
い
る
」
と
い
う
バ

ス
利
用
者
の
話
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
公
共
交
通

は
地
域
に
必
要
な
ん
だ
と
実

感
。さ
ら
に
経
験
を
積
ん
で
、

こ
れ
か
ら
も
乗
客
を
安
全
に

目
的
地
ま
で
運
び
ま
す
。

安
全
運
転
で
乗
客
を
目
的
地
ま
で
運
び
ま
す

宮崎交通　運転士

立
た て や ま

山 千
ち づ る

鶴 さん

高
校
通
学
の
た
め
バ
ス

を
利
用
し
て
い
ま
す

　

高
校
に
通
学
す
る
た
め
バ

ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
朝

の
便
は
高
校
生
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
中
に
は
、
勉
強
し
て

い
る
人
も
。
い
つ
も
乗
っ
て

い
る
帰
り
の
便
を
逃
す
と
、

次
の
便
ま
で
１
時
間
以
上
待

つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
困
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
バ
ス

が
あ
る
か
ら
こ
そ
安
心
し
て

通
学
で
き
て
い
ま
す
。 小林高校　２年

早
は や か わ

川 愛
ま な か

華 さん

バ
ス
の
運
転
士
に
聴
く

INTERVIEW

利
用
者
に
聴
く

鉄
道
や
路
線
バ
ス
を
将
来
世
代
に
残
す
た
め
に

県
の
担
当
者
に
聴
く
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